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This study reveals the floor plan trend in Fukui,  Iwate, and Oita through 
the research of advertisements in the newspapers and magazines. 
Viewing 25 years' trend in the main newspapers in 1980, 1985, 1990, 
1995, 2000, 2005, the trend from 2001 to 2007 including the town 
magazines was also researched. This mainly shows; 
 1.On the  1st floor, the traditional "DK+Tsuzukima" changed into 
 "LDK+Washitsu"
, and on the  2nd floor the Japanese and Western styles 
 "Washitsu+Youshitsu" unified to "separated Yoshitsu". 
2.However, after 2004 the new trend "Passing through public room to 
 the  2nd floor or bath and toilet  "  appeared.
1.はじめに
1-1.研 究の背景 ・目的 ・位置づけ
少子高齢 化に加えて人口減少社会への転換が進み、また一方では
「個人の自立」「家族の分解」「生活の社会化」傾向などが複合的に
進行 しつつある現代、住宅設計において[個人 ・家族 ・社会の関係]
に新たな視点を導入する先駆的事例や関連研究注1)が多く登場 して
いる。一方、新聞紙上広告等にみる商品化住宅の間取 りについても、
これまでの画一化 ・定型化注2)の傾向から若干の 「変化の兆 し(新た
な動き)」を感 じとることができる。そこで本論文は、新聞紙上広告
に掲載された 「平面図掲載の戸建新築物件」に注 目し、過去 四半世
紀注3)における画一化傾向を再確認 しながら、近年の「変化の兆し(新
たな動き)」を検証することを目的とするものである。
ここで新聞紙上広告等を分析対象とした意図は、広告情報が 「供
給側の戦略」と 「需要側のニーズ」とい う二面性 をもち、「世相」を
反映するものと考えられることであり、鈴木成文による 「住まいに
おける計画と文化注4)」の観点からいえば 「文化」の側から世相の一
端注5)に焦点を当てることである。中でも 「変化の兆 し」とい う意味
では、やは り鈴木成文によって 「一般の受け入れるところとはなら
なかった」と評される戦前の『居間中心型』を想起させる間取りが、
近年の世相の中で目立ちつつある(一 般に受け入れ られつつある)
ことを検証することが本論文の 目的である。
なお、類似の先行研究として、全国の新聞折込広告等を利用して
『居間中心型住宅』の普及動向を明らかにした鈴木義弘等の研究が
あり注6)、また、北陸3都 市を中心に全国地方都市の新築戸建持家の
室構成を解明した先駆的研究として玉置伸俉 等による一連の研究が
あるが注7)、分析対象種類や対象期間の違いに加えて、「住宅1階 の
室構成(間 取 り)注8)」を 「室の接続関係」に注目した 「系統 樹的方
法」で類型化 している点に本論文 の独 自性がある。
1-2.研 究の方法
分析対象については、「住宅の地方性」に関する玉置伸俉 による指
摘をふまえて、北陸の福井県、東 日本住文化圏に属す る岩手県、西
日本住文化圏に属する大分県の3県 注9)に焦点を当て、それぞれの代
表的地方紙を分析対象としたが、主要には、それぞれの独自性では
なく3地域に共通する 「画一化」 と「変化」の動向を明 らかにする
ことに狙いがある。分析の手続きと方法は以下のとおりである。
① 「福井新聞」「岩手新報」「大分合同新聞」の3紙 を分析対象とし、
それぞれ1980年、1985年、1990年、1995年、2000年、2005年の
6時点の各1年 分の新聞から 「平面図掲載の戸建新築物件」を全て
採取 した。各サンプル数を示 したものが表1で あり、福井708、岩
手760、大分1165の合計2633件である注10)。
②上記の物件情報から、延床面積、販売価格、1階 室構成(後 述の
系統樹的方法で11タイプ)、公室形式(一体LDK・分割LDK・DKの3
タイプ)、2階への動線形式(後 述の3タ イプ/以 下 「2F動線」)、
浴室 ・便所への動線形式(後 述の6タ イプ/以 下 「BT動線」)、吹抜
の有無と場所(なし・玄関・居間・その他の4タ イプ/以 下「吹抜」)、
2階室構成(後 述の5タ イプ)を 把握 し、その年度別推移と延床面
積別特性等を把握 した。
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③上記の結果、2000年から2005年にかけて 「2F動線」の急激な 「変
化(『居間中心型』を想起 させる間取りの変化)」を確認 したため、
福井新聞についてのみ、2001年～2007年の7年 間の全て(以下 【近
年新聞/816件】)について同様の分析を行い、さらに傍証のため、
福井地域における代表的タウン情報誌注11)の7年間についても同様
の分析を行った(以 下 【タウン誌新築/468件】)。一方、逆に遡っ
て長期的スパンでの変化を俯瞰 する意味で、上記タウン情報誌に掲
載 される 「平面図掲載の中古物件」について建設時期別分析を行っ
た(以 下 【タウン誌中古/507件】)。
2.延床面積 ・価格の概要
2-1.延 床面積(図1)
図1の 全体でみると、延床面積35坪以上の割合は福井51%＞大
分34%≧岩手32%の順であるが、3地域とも1980年代には30坪未
満が過半であったものが90年代に急激に面積拡大して30坪台が大
半となったのち、福井では2000年から、岩手 ・大分では2005年に
縮小傾向に転 じている。
2-2.販 売価格(図2)
図2の 全体でみると、販売価格3000万円以上の割合は福井41%
＞大分25%≧岩手21%の順であるが、3地域とも1980年代には2000
万円未満が過半であったものが90年代に2000万円台から3000万円
以上まで急騰 したのち、福井では2000年か ら、大分 ・岩手では2005
年に下落傾向に転じている。
3.住宅平面の年度別推移
へ
3-1.1階 室構成(図3、 図4)
1階の室構成については、「台所(K)」と連なる一連の洋室を 【公
室(P)】とした上で、その他の居室 【和室:■ 、洋室:口 】との繋
がり方 と 【続き間:(■■)(■■■)(■□)等 で表示】の有無に注
目して分類を行った。その他の居室 との繋がり方については、Pと
接続する関係を 「・」、Pとは独立の関係を 「+」で表示した(例 え
ば 「P・■」は 「Pに和室1室 が接続」、「P・(■)」は 「Pに和室続
き間が接続」を意味する)。把握 した6時 点全ての室構成タイプを、
「生物進化の系統樹注12)」にならって系統樹的に表 したものが図3
である(左 端の 「公室のみ型」か ら右方向への室数増加にともなう
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系統発生を樹状図として表した)。この結果、福井 では31タイプ、
岩手では34タイプ、大分では36タイプ が確認できたが、大きくは
以下の11タイプ(図3中 の太枠)に 分けられる注13)。
①公室 のみ型:1階 が 「公室(P)」のみのタイプ
②一 体和室型:Pに 接続する 「接続和室」1室 のみがあ り、その和
室へのアクセスがPか らのみのタイブ
②両用和室型:Pに接続 する 「接続和室」1室 のみがあり、その和
室へのアクセスがPと 廊下の両方あるタイプ
④独立和室型:Pと は独立した 「独立和室」をもつタイプ
⑤接続和室+α 型;「接続和室」のほかに独立室をもつタイブ
⑥接続和室+続 き間型:「接続和室」のほかに 「独立続き間 」をも
つタイプ
⑦接続続き間型:「接続続き間」をもつタ イプ
⑧接続続き間+β 型:「接続続き間」のほかに独立室をもつタイプ
⑨独立続き間型:「独立続き 間」をもつタイプ
⑩独立続き間+γ 型:「独立続き間」のほかに独立室をもつタイプ
⑪その他型:そ の他のタイプ
以上の11分類でみると、3地域 とも最 も多いのは 「両用和室型」
であ り、「独立和室型」「一体和室型」「接続続き間型」等が続いてい
るが、大分では 「両用和室型」「独立和室型」への集中度が高いのに
対して、福井では 「一体和室型」の割合が相対的に高く、岩手 では
「接続和室型」を含めて多様に分散 している。「続 き間」をもつタイ
プの合計は岩手31%＞福井22%＞大分18%の順 となる。
この11タイプの構成を年度別に示 したものが図4で ある、3地域
とも四半世紀の変化は極めて大きく、基本的には、独立 ・接続いず
れに しても 「続き間」 をもつタイプか ら 「和室」1室 をもっタイプ
へ、しか も 「独立和室型」から 「両用和室型」を経て「一体 和室型」
へ、という変化が3地 城に共通 して確認 でき、2005年には 「公室の
み型」の急増も日立っている。
地域ごとにみると、福井では、80年代には 「接続和室+続 き間型」
「接続続き間型」「独立続き間型」等の多様な続き間タイプがみられ
たが、90年代には 「接続続 き間型」から 「独立和室型」「両用和室
型」へ、2000年代には 「両用和室型」から 「一体和室型」へと主要
タイプが推移 している.岩 手では、80年代には 「独立続き間型」の
高さが特徴的であるが、90年代後半には 「独立和室型」「両用和室
型」へ、2000年代には 「一体和室型」から 「公室のみ型」へ と主要
タイプが推移している。大分では、全般的に 「両用和室型」「独立和
室型」の割合が高い点が特徴であるが、80年代には 「接続続き間型」
「独立続き間型」も含めて多様な構成をみせていたが、90年代には
「両用和室型」が急増 し、2000年代には「一体和室型」「公室のみ
型」 も増加 している。
以上のように、四半世紀の大きな変化の中でも、2000年以降の急
激な変化として 「一体和室型」および 「公室のみ型」の急増傾向が
3地域に共通 して確認することができる。
3-2.公 室形式(図5)
公室形式について、その規模と室構成か ら 「DK」「分節LDK」「一
体LDK」の3分類注14)で推移を示 したものが図5で ある、全体につい
てみると、福井 ・大分では約7割 が 「一体LDK」であるが、岩手 で
は 「一体LDKが約4割 に減少して 「分節LDK」「DK」が相対的に高
くなっている。年度別にみると、1980年には 「DK]が半数程度以上
(福井では約80%)を占めていたが、福井 ・大分では1985年以降、
岩手でも1990年以降急激に減少 して 「一体LDK」への転換が進んで
いる。ただ し、岩手では「分節LDK」が相対的に高い割合を維持 し
続けている。
3-3.対 面キッチン(図6)
対面キ ッチンの有無 を示 したものが図6で ある。全体についてみ
ると、「あり」の割合は福井36%≧大分33%＞岩手24%の順である。
年度別にみると、3地域 とも1080年には 「あり」がほぼ皆無であっ
たものが、2005年には大分80%、福井70%、岩手55%にまで急増
しているが、上 記の公室形式 と同様に岩手 での変化が緩やかとなっ
ている。
3-4、2階室 構成(図7)
2階の室構成の推移を示 したものが図7で ある。全体についてみ
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ると、3地域 とも 「洋室3室 」と 「n洋+1和(n個の 洋室に加え
て和室1室 をもつ)」の2タ イプで80%程度以上を占めているが、
福井では前者が優位、大分では両者が互角であるのに対して、岩手
では後者が優位 となっている。年度別にみると、1980年には 「n洋
+1和」を中心に 「その他(複 数の和室をもっタイブ+和 室のみの
タイプ)」も2～3割程度を占めていた(ほ ぼ全てが和室を有してい
た)が 、1985～2000年には 「その他」が急減 して 「洋室のみ」のタ
イプ(「洋室4室 」「洋室2室 」もみられる)が急増 し、2005年には
「洋室3室 」が福井で87%、大分で83%、岩手で68%となってい
る(岩 手では 「n洋十1和」「洋室2室 」の割合が相対的に高く、や
はり緩やかな変化となっている)。
3-5.2F動 線(図8)
2F動線については、「動線独立型:玄 関から廊下を経て2Fヘア
クセスするタイプ」「公室通過型注15):公室経由で2Fヘアクセスす
るタイプ(リビング階段型や公室通過後のホールや廊下から2Fヘア
クセスするタイプを含む)」に大きく二分 したが、「動線独立型」で
[公室:2階 、私室:1階]の タイプを 「私公型」として分離 した。
その結果を示 したものが図8で ある。3地域とも 「動線独立型」が
大半であったが、90年代年に 「公室通過型」が僅かに登場 し始め、
2005年には福井で27%、岩手と大分で38%に急上昇している。
3-6.BT動線(図9)
BT動線について、「玄関廊下型」「B両用型」「B公室直結型」「公
室後廊下型」「公室直結型」「その他」の6分 類注16)で推移を示した
ものが図9で ある。全体についてみると、3地域 とも 「玄関廊下型」
が大半ではあるが、「B両用型」「B公室直結型」(いずれも公室から
バスにアクセス可)が 約2割 で、福井 ・岩手では 「公室後廊下型」
も5%ほ どみられる。年度別にみると、2000年までの推移は地域に
よって傾向が異なるが、2005年には3地 域とも 「玄関廊下型」が大
きく減少 して 「公室後廊下型」あるいは 「公室直結型」の増加が目
立っている。
3-7.吹 抜(図10)
吹抜の有無と場所について、「玄関」「居間」「その他(その他の室 ・
廊下や複合)」「なし」 の4分 類で推移を示したものが図10である。
吹抜保有率は、全体でみて大分24%＞福井23%＞岩手16%であり、
年度別推移の傾向は地域によって異なっているが、「居間」に吹抜を
有する割合は2000年以降増加傾向にあることが うかがわれる(とく
に岩手 ・大分で顕著である)。
4.延床面積 ・1階室構成 ・動線形式の関係
上記の 「1階室構成」と 「延床面積」の関係を、全年度 と2005年
度に分けて示 したものが図11である。前掲図1で 示 したように、延
床面積が急激な拡大から縮小に転じている中での室構成の変化のた
め、全年度でみると、30坪未満の小規模面積帯で 「独立和室」や 「続
き間」をもつタイプが目 立っているが、直近の2005年度に限ってみ
れば逆転 して、小規模面積帯ほど福井では 「公室のみ型」と 「両用
和室型」、岩手 ・大分では 「公室のみ型」と 「一体和室型」の割合が
高くなっている。
一方、延床面積別に 「2F動線」を示 したものが図12である。全
年度でみると、「公室通過型」は大規模 面積帯ほど僅かに高くなる傾
向がみ られ るが、2005年度に限ってみれば、地域によって程度は異
なるものの小規模面積帯ほど高い傾向となっている(ただし、35坪
以上でも2～3割が公室通過型である)、,
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続いて、主要な1階 室構成別に 「2F動線」と 「BT動線」を示 した
ものが図13である。3地域とも、「両用和室型」「独立和室型」に比
して 「公室のみ型」「一体和室型」の両タイプにおいて 「公室通過型」
が顕著に高く、また、「玄関廊下型」以外の多様なBT動線に分散し
ていることが確認できる。
5.近年の新聞紙上広告等における年度別推移
以上のように、2000年以降に 「2F動線」「BT動線」の急激な変化
がみられる。そこで、【近年新聞/816件】と 【タウン誌新築/468
件】 の 両者 に つ い て2001年 ～2007年の年 度 ご との 変 化 を示した も
の が 図14で あ る。 これ に よ っ て 、「1階室 構 成 」は 「公 室 の み型 」「 一
体 和 室 型 」「両 用 和 室 型 」 の3タ イプ へ 、 「2階室 構 成」 は 「洋室3
室」タイプへの収斂 が2001年以降継続的に緩やかに進行 しているこ
と、それに対 して、2F動線の 「公室通過型」は2004年に急激に増
加 して以降安定的に推移 していること、BT動線は2003～2004年以
降の 「玄関廊下 型」以外のタイプへの多様化傾向が継続しているこ
とがうかがわれる。
6.中古住宅の1階 室構成
一方、中古住宅情報には、建売 住宅以外の注文住宅の中古物件が
含まれるため、より広い住宅階層の室構成を探る手掛か りとなるは
ずである.そ こで最後に、【タウン誌中古/507件】について 「1階
室構成」を建築年代別に示 した ものが図15である。新築建売には少
ない 「接続続き間型」「接続続き間+β 型」「独立続き間型」「独立続
き間+γ型」等が一定程度以上の割合を占めてはいるものの、建築
年代別には、新築建売と全く同様の変化傾向をみせていることが確
認できる。
7.ま とめ
以上、福井 ・岩手 ・大分の3地 域における新聞紙上 広告等を利用
して新築建売住宅の平面動向を検討した。主要な結論は以下の とお
りである。
①新築建売住宅の1階 室構成は、この四半世紀の間に、延床面積 拡
大傾肉の中で、「DK」に 「続き間」あるいは 「独立和室」をもつ伝統
的タイプから徐々にではあるが大きく変化して、「LDK」に 「和室1
室」をもつnLDKタイプ(中 でも 「一体LDK」の 「両用和室型」や 「一
体和室型」)に収斂化 し、「対面キッチン」の普及も顕著となってい
る。このことは「公室規模拡大(だ んらん空間重視)」と 「LとDと
和室の連続 性 ・一体性の強化」に対する強いニーズの現れとみるこ
とができる。なお、この間、2階 の室構成 も 「洋室3室 」に収斂 化
している(個室化と洋風化の徹底)。
②新築住宅の動線形式は、21世紀に入ると(とりわけ2004年以降)、
「公室通過型(LDKを経由 して2階の私室に至るタイプ)」が急増 し、
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合わせて、浴室 ・便所についても公室か らアクセスするタイプ(公
室直結型、両用型)が 急増 している。これ らのタイプは 「公室のみ
型」＞ 「一体和室型」＞ 「両用和室型」≧ 「独立和室型」の順に多
く、居間での吹抜保有率も上昇傾向であることなどからみて、「公室
通過」や 「公室アクセス」の動線形式をもつタイプは 「公室(LDK)
での出会いと気配感」を重視する住様式 ・住意識の現れとみること
ができる。居住者調査によってそれを検証することを今後の課題 と
したい。
③今回調査の3地 域については、岩手での変化が緩やかである(1
階の 「続き間」「分節LDK」や2階 の 「和室」など伝統的様式が比較
的維持されている)等の個別性もい くつか確認できるが、「画一化 ・
定型化」の中での近年の 「変化の兆し(新たな動き)」としては共通
の傾向を確認することができる。
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注
注1)参 考文献8、9、16、17
注2)鈴 木成 文は参 考文献5の 中で 「現代 の状 況の中では 、住居 は好ま しい
個 別性 を失 って 全てが画 一化 ・均 一化 しつつ ある」 と述べ ている。また、
小林秀樹 は参考文 献18の 中で 「nLDK」を 「今 日の間取 り」 の定型 と位置
づけ、 「多 くの論 者 による説得力 ある脱nLDK論とは裏腹 に、nLDKの間取
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りは今 同ます ます 隆盛 だ」 と述 べてい る。
注3)経 済審議 会長期展望 委員会 の報告書 『2000年の 日本一 国際化 ・高齢化 ・
成熟化に備 えて一』 が 「キャ ッチア ップ過程 を終えた今、 わが国は一種の
目標喪失状態 にある」と記 したのは1982年2月で ある。この よ うにキャ ッ
チア ップ を終 えて 目標喪失期 となった1980年代 以降の変遷 とい う意 味で
四半世紀を扱 っている。
注4)参 考文献6
注5)横 山正は参考 文献3の 中で 「建築家の設 計す る住宅は今日 において も
年 々建 設 され る住宅 の ごく一部 を占め るに過 ぎず 、 しか も建 築ジ ャーナ リ
ズムに採 りあげ られ る住宅 はその また ごく一 部に過 ぎない のであ る。(中
略)そ う考 えれ ばこれは まこ とに不十分な扱 いかたで あるが、一方 、住む
とい う事柄 を通 しての一種の 文化 史を構想す る とい うこ とであれば 、あく
までも底 辺の存在 を踏ま えた うえでそ うした先 鋭な部 分での現象 に 日本 の
住 宅が根 本的 に抱 えてい る問題 点を探 る こ ともで きない相 談で はなかろ
う」 と述べ てい る。本論文 が対象 とす る住宅 は、戸建持 家 とはいえ この対
極 に位置 す るもの(「先鋭 的な部分」 に対す る 「世相 的な部分」)であ り、
しかも 「その一部」 であ るが、上記 と同 じよ うな意味で 「世相の一端」 と
して の文化 史的意味 をもつ もの と考 えている。
注6)参 考文献11
注7)参 考文献12、13、14
注8)服 部岑 生は参考文 献10の中で 「2階部 分は、 ほ とん ど同種 の、個室 の
群 と して計画 されてい るので、1階のみ に着目 すれば よい」と述べ ている。
また、玉置伸俉 は文献12の中で 「戸建て住宅 の平面構成 上の特徴は、1階
の空間構成 に明瞭に現れ る」 と述べ ている。
注9)玉 置伸俉 は参考文献15の 中で 「住宅 の地 方性」に関す る統計的分析 と
考古学 ・地理 学等の知 見を踏ま えて 「日本の住 宅の地 方性 とい うものは、
自然風土 と農業 生産形態 とい うよ うなものでか な りの部分 の説明がつ く」
と した 上で、「日本には2つ の住文化圏が あったの ではないか」と述べ てい
る。本論 文ではその境界 に位 置す る 「北陸(中 核 であ る石川県 隣接 の福井
県)」と 「東 目本(中 核であ る宮城 県隣接の岩 手県)」「西 日本(中 核で ある
福岡県隣接の 大分県)」の3地 域 に焦 点を 当てた。
注10)3地城 とも 「平面図掲載 物件」の 中には、古 くは 「1階建 」、近年は 「3
階建」が ご く僅かに含 まれ ているが、今 回は 「1F室構 成」や 「2F動線」
を主た る分析 内容 とす る ことか ら、「2階建」 のみ を分析対 象 としている。
注11)福井都 市圏 において10万部以上 の宅 配部数 をもつ主要 タウン情報誌
は2誌 で あるが、最 も部数の多い 「famile」(創刊2000年4月、週刊、2007
年末で329号)の全てを分析対象 とした。
注12)ここでの系統樹 的分類 につ いては、古生物学 にお ける生物進化の系統
樹に ヒン トを得 たものであ る(井尻正二:新版 科学論 、大月 書店 、1977.5)。
注13)1階室構成樹状図 の 「⑪ その他」の中 には、理論 的 には 「接続洋室型」
「接続和室 δ型 」等に分 けるべき ものが含 まれ てい るが 、量 的に少 ないた
めに 「その他」 として まとめている。なお、図中の[■ ・P・■]等 の表現
は、Pに接続 する室が2方 向に分かれて存在す ることを意味 して いる。
注14)こ こでの 「公 室形式」 は狭義の 「公 室(食 事 ・団 らん空間)」につい
ての タイプ化 であ り、 「DK(10畳未満)」「LDK(10畳以上)」とした上で、
「LDK」を 「分節LDK」「一体LDK」に二分 してい る。 「分節LDK」は 「L-DK、
LD-K、L-D-K」の総 称であ る。ちなみ に、玉置伸俉 は参考文献12「その1」
の中で 「北陸地 方の各県庁所在都 市はいずれ も 「LDK一体型」が圧 倒的に
多 く、7～8割 を 占める」 と述べてい る。 今回 の結果 もそれに準 じてお り、
その後 さらに進 んでいる ことを示 してい る。
注15)「公 室通過型」 は 「LDKを通過 して私室に至 る」 とい う意味で居間 で
の家族接触の機 会が高 く、 「居間 中心型」の性格 をもつ もの と考え ている。
ちなみに、玉置伸俉 は参 考文献12「その2」 の 中で、住宅平面類型 の一つ
である 「居間 型(玄 関か ら居 間に入 り、居間が動線 処理の役割 を兼ね るタ
イ プ)」が 北陸地方では5%程 度で あると述べ てい る。
注16)BT動線につ いては、「① 玄関廊下型:玄 関か ら続 く廊下 からアクセ ス」
「②B両 用型:Bの み廊 下 ・公室の両方 か らアクセ ス」「③B公 室直結型:B
のみ公室か らアクセ ス」 「④ 公室後廊下型:BTと もに公室 通過後 の廊 下か
らアクセス」「⑤公室 直結型:BTともに公室 か らア クセ ス」「⑥そ の他」に
分類 したが、①＜ ②＜ ③ ④＜ ⑤ の順 に公室での家族 の接触機 会が高 くなる
ものと考えてい る。
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